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STEREO探査機リアルタイムビーコンを用いた地磁気じょう乱予測の検討
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Prediction of geomagnetic activity using STEREO real-time beacon data
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The solar wind is a driving force of magnetospheric dynamics. Since the magnetosphere is an open system, continuous solar
wind information is needed for forecasting of magnetospheric disturbances. If we assume co-rotation of the solar wind structure,
we can predict the solar wind parameters at ACE and at STEREO-A from the solar wind data obtained from STEREO-B. We
will introduce possibility of geomagnetic activity forecasting based on STEREO real-time beacon data.

　地磁気擾乱の予測のリードタイムを長くすることを目指す場合、地球に到来する太陽風の情報をどれだけ先行して
取得できるかが鍵となる。これは、地球磁気圏が開放系であるために、系の駆動源である太陽風の情報が連続的に得ら
れなければ、将来の状態を予測することが出来ないためである。
　 STEREO（Solar-Terrestrial Relations Observatory）探査機は、2機の探査機が地球とほぼ同じ軌道を地球から離れな

がら太陽と太陽風の観測を行っている。ACEと同様にリアルタイムのデータを送信しており、NICTでもそのデータ受
信の一翼を担っている。太陽風の共回転性が保たれると仮定すると、STEREO探査機のデータを用いて地球に到来する
太陽風の情報を先行的に取得することができる。本研究では、STEREOのリアルタイムビーコンデータを用いた地磁気
擾乱予測の検討について紹介する。


